
９
年
間
連
続
し
た「
確
か
な
学
び
」の
創
造

（
一
貫
し
た
指
導
内
容
・
指
導
方
法
・
指
導
形
態
）

【
未
来
を
つ
な
ぐ
】
【
人
を
つ
な
ぐ
】

人
間
性
・
社
会
性
と

自
己
肯
定
感
の
育
成

◆
９
年
間
で
一
貫
性
の
あ
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
確
立
と
実
施

◆
「利
尻
富
士
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」の
確
立
と
、
家
庭
と
一
体
と
な
っ
た

生
活
習
慣
の
指
導

◆
児
童
会
・生
徒
会
合
同
に
よ
る
活
動
の
計
画
と
実
施

◆
学
年
・発
達
段
階
に
応
じ
た
道
徳
教
育
の
実
施
と
充
実

【
学
び
を
つ
な
ぐ
】

教
育
課
程
に
お
け
る

一
貫
性
の
確
立

◆
学
習
内
容
の
系
統
性
、
重
点
化
を
図
っ
た
９
年
間
を
見
通
し
た
教

育
課
程
の
編
成
・実
施

◆
乗
り
入
れ
授
業
な
ど
学
習
指
導
体
制
の
工
夫

◆
学
習
方
法
の
定
着
や
家
庭
学
習
の
習
慣
化
な
ど
、
小
中
学
校
の
良

さ
を
生
か
し
た
授
業
改
革
や
一
貫
し
た
指
導

◆
小
中
学
校
間
で
の
創
意
工
夫
に
よ
る
取
組
（キ
ャ
リ
ア
教
育
、
外
国

語
教
育
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
な
ど
）

発達段階や連続性を踏まえた目標設定と共有 

りしり富士「小中一貫教育」全体構想図 

◆地域の特色を生かした教育支援、体験活動など「ふるさと教育」の充実 ◆共通項目による評価の推進と共有

◆地域教育資源を生かした教育活動の推進 ◆地域行事への積極的参加・参画と地域貢献活動の推進

◆９年間を通して児童生徒を育てるという教職員の意識改革 ◆異なる校種の良さをいかした指導工夫や授業改革

◆相互の授業交流、合同研修会による自己研鑽と指導力の向上

１ 町全体での「めざす子ども像」の共有 

    ２ 中学校卒業までを見通した一貫した指導 

    ３ 子ども同士、教職員間の交流・連携・協働 

４ コミュティ・スクールの仕組みを活かした豊かな環境づくり

基

本

方

針 

◆学びをつなぐ ◆未来をつなぐ ◆人・地域をつなぐ

利尻富士町の豊かなつながり 

いっしょに登ろう同じ山へ！ 



◎ふるさと学習（総合）

◎地域人材・資源の活用

◎児童・生徒交流

◎一貫した指導・支援

・生徒指導

・特別支援教育

◎学級経営

◎未来を見据えた

キャリア教育

◎自立への９年間

の道のり 

◎コミュニティー・スクール

◎保護者との連携

◎地域との連携

 

☆小中一貫教育の目的

義務教育９年間を見通して、学校・家庭・地域が一緒に、児童・生徒一人一人に確かな学力と未

来を切り拓いていく力を育てていく。 

☆めざす子ども像～１５歳の姿～

 

☆９年間の在り方～３つのステージ～ （案）

Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 卒業後 

小１ 小２ 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３ 高校 

        

☆３つの「つなぐ」をキーワードに

鴛泊地区小中一貫教育に向けて

主体的に学び、確

かな資質・能力を身に

付けた児童・生徒 

他者と協働し、よ

りよい生き方を考え

られる児童・生徒 

心身が健康で、

粘り強く努力できる

児童・生徒 

地域・社会に

学び、参画できる

児童・生徒 

ふるさとを愛し  未来を切り拓く  自立した子ども 

学びをつなぐ

学びの保障

未来をつなぐ

鴛泊キャリア教育

人と人をつなぐ

鴛コミュ

◎９年間を見通した教育課程

教科・特活・総合・道徳

◎学びの姿をつなぐ「合同授業研究」
◎教科担任制の導入（小中乗り入れ）

基礎・基本の定着 
生活・学習習慣の定着 

基礎・基本の徹底 
中１への丁寧なつなぎ 

応用・探究への進化 
「責任」と「運営力」 
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